
肋|'て

長野市陸協会報第 ４号

に||崖

鋤抑７０８０９０ＩＯＣ

瞳鰭(陣）

株 式 会 社

門

－４－

Ｌ

ノ

ジ

長野市陸協会報

第４号
平成16年３月８日

発行所長野市陸上競技協会
発行人浦野義忠
編集人早川千吉郎

また、３年生にはＢ級審判員を積極的に取得させ、４．５

年生で各種大会の審判員に任に当たれるよう指導しており
ます。先輩の審判員の皆様には、顧問共々ご指導のほどお

願い申し上げます。文貿内山：295-7044（直通）

<支援していだだいているコーチ＞

深井郁夫技官（長野高専技術室）1500ｍ前県記録保持者
佐々木茂雄先生本校非常勤購師行政魯士ハンマー投県記録保持者
山田栄一郎先生（マスターズご活躍中）
漂口通洋先生（歯科医師投郷）

<顧問＞４人とも公縄審判員
大漂幸造（Ｊ科）工学博士・渡辺誠一（Ｅ科）工学博士本校ＯＢ
藤沢義範（Ｊ科〉工学博士・内山３治（一般科）陸連８級コーチ
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▼表1.長野高専＆陸上部の概略<ENI部S39＞

長野高専陸上部は昭和３９年（学校創立翌年）に創部さ

れ、以来文武両道をモットーに活動しています。

全国レベルの競技実績は、近藤広幸君が昭和６１年山梨

国体少年走高跳で優勝、近年では長距離の小林祐也君（岩

手大学）、平成１５年度北信越学生選手権で大学生を抑え

10000ｍで優勝した山岸健司君（新潟大学へ進学）などが

挙げられます。全国高専大会での優勝者は創部依頼８人

（のべ１３回）になりましが、ここ５年間では３人（のべ

６回）が優勝するなど、お蔭様で力を伸ばす選手が育って

います。しかしながら、平成６年度に出場を認めて頂い

た高校大会関係では、全国は遠く、出場・入賞は大きな目

標・課題と言えます。

次に、本校の工学的な特長を生かした取り組みを紹介致

します。１２０，３レーン全天候走路、３次元動作分析装置、

ハイスピードカメラ、手作りの投榔サークル、傾斜走路、

そして今年度完成しだ10ｍ毎計時できるスプリント自動

計時装置など、強くなるための施設や器具が完備していま

す。陸上競技を工学的、スボーツバイオメカニクス的観点

から捉えてみたい方はお気軽に声をかけて下さい。全天候

走路での50,100ｍのタイムトライアル等もお引き受け致

します。

平成１６年度は完成し庭スプリント自動計時装置を利用

して、１０ｍ区間タイムから速度曲線を作成し、普及強化に

役立つ企画を予定しています。この装置のソフトはＯＢで

高専4次から長野陸協の一員として写真判定、構報処理係

等で活躍中のご存知、渡辺博士が中心になり、開発しだも

のです。図ｌのような速度曲線がフィニッシュ後直ちに印

刷されます。

題字の"動ぎ'は長野市陸協三代目会長山浦保氏の書で､山浦会長の頃､市陸協会報紙として何号か発行されていました。

廷

希望に満ちだ２００４年を迎え、会員の皆様にはご健勝のこととお慶び

申し上げます。春を迎えると共に今年も各種の大会を消化していかなけれ

ばなりません。今年はオリンピックイヤーの年。長野市からオリンピック

選手の出ることを願っている長野市長さんの心の内は、長野市内を走る長

野マラソン、Ｓ・○冬季世界大会、と長野市を善光寺と共に名を上げる絶

婚の機会でもあり、またスポーツ宣言都市、長野市を更にアピールしてい

ける年にしだいのではないでしょうか。（早川）
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長野市陸上競技協会会長伊藤利嘱一

り私達に感動を与えてくれます。私達は、未来に羽ば
だく若い選手達の為に、安心して練習できる環境や資
金面での応援体制を確立していくことが役目だと思っ

ています。

また、競技会の審判はボランティア世界であり、毎
回毎回出席いただく会員の皆様には感謝しています。

ボランティアの仕事ですので、一日を気持ち良く審判
をやり遂げ、選手達に感謝され、会員同志がお互いに

融和をはかれるような体制を作るのが、私の任務では
ないかと思います。そういう点では、まだまだ力不足
の感が致します。

二年目を迎える今年は、昨年の反省をもとに長野市

陸協発展の為に骨身を惜しまず、頑張りだいと思って
います。

長野市陸協の重責をお引き受けして、一年間が過ぎ
ようとしています。果たして会員の皆様方のご期待に
添えるような働きができだか、不安な面も多くありま
すが、皆様方のご協力をいただき、気持ち良く仕事が
でき、感謝の気持ちで一杯です。

就任前に、浦野理事長と長野市陸協を発展して行く
ためにはどんな事からおこなって行けば良いかという
ことを話したところ、即座に「長野市の選手たちを強
くする事だ」と私の気持ちと一致しました。タイミン
グ良く鴬沢長野市長の考えも、長野市から全国へ羽ば
たく選手を出そうと、選手育成の為に様々 な新しい事
業を手掛けてくれましだ。

市教委、市体協のバックアップもあり、選手・監督
それを支えるサポートの皆様方の努力がみのり、県縦
断駅伝も優勝することができました。勝つことはやは

▼表2.間東悟越地区大会の軍次成網

しなのメイト

※高専散関東億浬地区：１０間尋全国８６２凋層
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の戦績に壱それが鳴れそい渥｡駕裟蕊１１霞
会して刺激しあいながら７回行った合宿で、選手たち
の中に「自分はどの区間を走っても絶対やれる．いけ
る」状況と心意気が生まれていだことが勝因につなが
ったのだと思う。

実際にレースは良い流れで始まったもののトップで
つなげなかった永田、太田の苦しい走り、上野の腹痛
（腰痛であった）と予想外の事態が続出し、６区高野

がアンカー帯刀にタスキを渡した時点でライバル兵庫
に２５秒差という際どい差の中、ハラハラ、ドキドキ
のレースで勝利という（長野県以外の）見る方には最
高のレースになったようですが．．．。

『成せば成る』この喜びをかみしめながら、素晴ら
しい結果を残すことができだことは支えてくださった
陸協関係者の方々 はもちろんのこと、競技場の皆さん、
そして県民の皆様の応援のおか'ずと感謝を申し上げ、
文を閉じます。
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１月１８日、広島平和公園の人混みをかき分け、ゴ
ール地点へ私が着いたとき、西沢監督が宙に舞ってい
た。「優勝したんだ！」という熱い思いが全身にこみ
上げてきだ。

今回、広島入りし、ホテルに善くなり、「長野県チ
ームですね。」中国新聞の記者が西沢監督に近づいて

きて一言。私が駅伝チームのコーチになって早７年。
こんな出迎えは初めてであっだ。そして、移動する場
所場所でそんな出迎えがあった。それは「チーム長野」
が高い評価を受け、注目されているということを意味
していた。スタッフにしても選手にしてもそれなりに
大きなプレッシャーが肩にのしかかったが、それを乗
り越え、目標にしていた頂点にたつだ瞬間であった。
駅伝は、自分だけのだめに走るレースとは違い、何

が起きるかわからない。どんな試合でも描いたレース
運びをすることは難しいことだ。今回のチームは、ど
んな展開にも対応できるようにと練習を実践し、個人
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■樋棚Ｍ・電気Ｅ・蹴子制御Ｓ・睡子桶報Ｊ・環塊都市Ｃ
■１～5年学生数：全校1000人（女弄168人留学生4人）
■陸上競技部員数：男子27人女子9人合計36人
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しかし、コーチが作成する練習メニューをこなし、自
分の記録が伸びていくのを感じたときに大きな自信と
なり、更に意欲が湧いてきました。年齢が年齢だから
といって特別ではなく、仲間の皆さんに受け入れられ、
皆と同じに指導を受け、教えていだだく中で、スピー
ドはなくとも常に安定した走りができるように育てて
いただいだように思います。５２回大会では、２位で樫
を受けだ時、前方に選手は見えませんでしたが、「何
とか逆転してチームに貢献したい。必ず勝てる」と余
裕がない自分を励まし、優勝を確信して走りました。
そして、中間点5ｋｍ手前で1位の選手の背中が見えた
時、また、追い越した時の感激は身が震えるほどでし
た。沿道から聞こえる声援。１位でゴールできたことは
自分一人ではなく、陰に日なだに支えてくださるチー
ムの仲間は勿論のこと、多くの方々のおかげと幸せに

この度は、名誉ある賞をいただきまして、関係者の

皆さまに深く感謝している次第です。本当にありがと

うございました。また、このような原稿の依頼を受け、
涛躍してしまいましたが、書き修めさせていだだきま
す。

私が走り始めたのは36歳です。「健康のだめに」と
走り始め、各地で行われるマラソン大会などに参加す
るようになりましだ。すると、自然と自分に目標がで

き始め、ただ走るだけでは済まなくなってきました。
そんな頃、長野市チームのコーチ・キャプテンである
高野さんとの出会いがありました。走るということは

同じでも、経験や実績は全く違う方に「一緒に走りま

せんか」と誘っていただき、「自分のような者が練習
に参加していいものか」と随分迷いました。まさに、
この出会いをきっかけに、長野市チームの皆さんとの

出会いが私を大きく変えてくれるものとなりましだ。
それが40歳の年でしだ。

初めての練習に参加した日は、だだ疲れて苦しかっ

たという思いしか残らず、「これを続けだらいつ自分
の体が壊れるのか」と不安になったこともありました。

思いました。これからも、今の自分に満足することな
く、常に目標を高く持って走り続けたいと思います。
最後になりましたが、走る環境を整えて下さる陸協

の皆さまに感謝すると共に、今後もご指導を賜ります
よう、よろしくお願いいたします。
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藤本先生の秩父宮章祝賀会

が、１２月7日、ホテル犀北館

において盛大に行われましだ。

当日は、日本陸運前専務理

事佐々木秀幸様を始め、多く

の来賓及び陸協会員160余名

の方々のご出席をいただきま
した。

現在も県陸協審判委員長の

大役をやられており、先生の

ご慰労と共に、受章の喜びを
共に分かち合いました。
おめでとうございました。

雷雲繕ｉ

（平成16年)からこの陸上競技場スタートになる。

長野市陸協会員の皆様、健康で益々のご活躍を
祈念いだします。

昭和49年９月に着工した長野市営陸上競技湯は、

昭和51年４月20日に完成した。この陸上競技場で

開催された大会は、昭和51年の全国高等学校総合
体育大会を皮切りに、昭和52年関東■■■■■■
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甲信越大学対校陸上競技大会、昭和

55年全国高専陸上競技大会、昭和５６

年日本・中国・カナダ対抗ジュニア
陸上競技大会、昭和60年国際陸上競

技長野市大会（7カ国参加）、昭和
63年88’ソウルオリンピック・タイ

ムトライアル（１１カ国参加)、平成

4年日・米ジュニア陸上競技長野市
大会、そして平成6年長野県・河北

省親善陸上競技大会など素晴らしい
大会が続いた。もちろんこの間に、

北信越高校・関東信越高専大会・

北信越学生大会・ＪＲ東日本陸上競

技大会・県内の各種大会が、長野市

陸協を中心に開催され、選手育成発

展に大いに貢献してきだ。長野オリ
ンピック記念長野マラソンも2004年

ｂＦ■ｂＦ■

見られる電波時計で、ほとんど狂

いのない時計です。選手の皆さん

は、この時計を見ながらウオーミ

ングアップをして、時間に遅れな
いよう、余裕を持って招集所へ集
まってくださいね。

市体育課関係の皆様方、ありが
とうございましだ。

●今◆◆今今●◆●今

蕊合体憲大芸

反野市

尾７Jロ
Pb

鎮麹

nR4nm

J’ 蕊

〆二

げ
す

砂

。

｝

印

識
二二

謹雲雲塞診竃鯉

綴

胸

サブトラックに時
里

P夢

鰯 ワ

鋪鋪

＝享寓＝票＝＝＝＝＝＝＝守浄害＝こ＝

I蛭弼万

里

】量監房艦万
星

サブトラックには、以前、時計塔が

ありましたが、破損されてからいつの

まにか時計は消えて、どのくらい歳月
が流れたでしょうか。

選手係の役員等の要望もあり、市の
方へお願いしてまいりましたが、よう

やく実現の運びとなりましだ。
この時計は直径70ｃｍで、両方から

趣i密璽j燕雲鯵躍這;毒議塞
僕は、長野工業高校２年生の宮沢洋平です。種目せんでした。その結果、練習での走りが本番での走

は、短距離を主にやっています。去年はインターリにつながらなかったのだと思います。また、自分

八イに200ｍで出場して、秋の国体では少年男子の体へのケアが足りず、春先はケガをしてダメでし

Ａの400ｍに出場させていだだき、入賞することた。他にも、僕の心の中にスキがあつだのではない

ができました。そんな去年を振り返ってみだいとガ､と思います。

思います。 し か し 、 イ ン タ ーハイが終わってから県の富士見

まず、始めに1年の秋に立てだ来年の目標を達成合宿に呼んでいだだき、そこでいろいろな大事なこ

できるように,年から2年にかけての冬期練習では、とを再認識させていただき、有意義な合宿を過ごす

それなりに走り込みました。そして、１年の秋からことができました。そして、先生方や先輩、友達な

比べて体力的な面は大分パワーアップしました。どいろいろな人達のおかげで、静岡国体では4位'こ

が、夏季シーズンは思うような結果が残せません入賞することができました。ありがとうございまし

でしだ。秋季シーズンに向け、何が悪かったのかた。

と考えてみだところ、冬期練習をおこない『心．近況を報告しますと、合僕はケガをしていてうま

技．体』で言うと『体』は鍛えられだのですが、＜練習をすることができません。しかし、工夫して

『心』と『技』が足りずアンバランスだつだ為、できることをやっていきたいと思い、取り組んでい

思うように走れなかっだのだと思いました。具体まず。来年度はもう高校最後の学年です。自分の目

的に言うと、冬期練習中はただガムシヤラに走って標であるインターハイ入賞ができるよう|こがんばつ

いただけで、自分の走りについてあまり考えていまていきます。
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